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はじめに
JAU41075

ヤマハ PW50 をお買いあげいただきありがとうございます。

この取扱説明書はお客様に車の操作、点検、整備をご理解いただけるよう作成されたものです。 車の操作やメンテナンスなどに関するご質問
は、ヤマハ販売店にお問い合わせください。

保証について :
この車は一般市販車と異なり、クレーム保証の対象にはなりませんので、あらかじめご了承ください。また、定期点検制度、アフターサービ

スの対象外となりますので、各自が日頃の点検整備を行って常に最良の調子を保つように心掛けてください。
重要な事項 :
車に乗る前に、この取扱説明書をよく読んで、説明を理解してください。
車に貼られている警告ラベル、注意ラベルをよくお読みください。

適切なトレーニングまたは教育を受けないで、車を操作しないでください。
ライダーの体重は 25 kg を超えないようにしてください。

保護者の方へ重要なお知らせ :
この車は玩具ではありません。お子さんを車に乗らせる前に、保護者の方が取扱説明書の説明や警告を理解してください。その上でお子さん
によく理解させ、またお子さんを補佐してください。子供たちは、能力、体力、判断力が一人一人異なります。車を安全に操作することがで

きない子もいます。 保護者の方は、いつもお子さんの車の使いかたを監督してください。お子さんが安全に車を操作できると判断したとして
も、できる限り目を配ってください。

この車は調整式のスピードリミッターと、パワーリダクションプレートを装備して出荷されています。ヤマハは全ての初心者が上達するまで
は、 スピードリミッターによる速度制限とパワーリダクションプレートの装着によるパワー制限を行うことを推奨しています。スピードリ

ミッターは、初心者がだんだん慣れてきたら、スクリューをゆるめることで徐々に最高速度が上がるよう調整できます。 保護者の方は、お子
さんのライディング能力の向上に応じて車のパワーを調整する時期を決めてください。 ライダーがスピードリミッターの調整範囲での最高速

度で走れる技量になったら、パワーリダクションプレートも取り外すことができます。 パワーリダクションプレートを取り外すとエンジンパ
ワーが上がりますので、スピードリミッターのスクリューを再度締め込み、プレートを取り外す前の最高速度になるよう調整してください。

モーターサイクルは二輪の乗り物です。安全に使用、操作できるかどうかは、操作する人のライディングテクニックと経験にかかっています。
全ての使用者は、この車に乗る前に以下の必要条件を知っておいてください。

守ってください :
車の操作のあらゆる局面について、あらゆる情報から学ぶこと。

この取扱説明書の警告や点検整備の要件を遵守すること。
安全で正しいライディングテクニックのトレーニングを受けること。
取扱説明書に示される時期、あるいは車の状態に応じて必要なときに、プロの整備を受けること。
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重要な情報
JAU45991

本書では、重要な事項を下記のシンボルマークで表示しています :

要　点
本書は車両の一部として常に車両とともに保管しておき、人に車両を譲るときは、必ず本書も渡してください。

ヤマハでは、常に製品の設計および品質の改善をめざしております。したがって、本書に記載されている情報は、本書を印刷した時点で最
新のものであり、実際の車両と本書の情報に多少の違いが生じている可能性があります。本書に関する疑問点については、ヤマハ販売店に

お問い合わせください。

JWA10032

車を使用する前に、この取扱説明書をよくお読みください。

JWA14352

この車両はオフロード専用です。国土交通省の認定は受けておりませんので、一般の道路、高速道路を走行すると道路交通法および道路運送

車両法の違反となります。私道、神社の境内、公園、農道、堤防上など、いわゆる道路としての形態を整えていないところでも人や車が自由
に出入りできるところは、一般の道路とみなされます。また、この車は騒音規制に適合しておりません。 車を使用する前に、地方条例等を確

認してください。

* 製品の仕様は、予告なしに変更されることがあります。

安全にかかわる注意情報を示してあります。

取り扱いを誤った場合、死亡、重傷・傷害に至る可能性が想定される場合を示してあります。

取り扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される場合を示してあります。

正しい操作のしかたや点検整備上のポイントを示してあります。
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両を運転する前に以下に示す重要ラベルをお読みください。

2

1



ラベルの貼り付け位置

1
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

くの事故はライダーのミスによって起

ます。典型的な例は、スピードの出し過
やバンク角不足によってコーナーを曲

りきれなくなることです。速すぎる速度
走行しないでください。
れない場所では注意して運転してくだ

い。隠れた障害物に出くわし、事故につ
がるおそれがあります。

イダーの姿勢は、正しい運転操作の上で
要です。両手でハンドルを握って、両足

フットレストに置き、車両をコントロー
してください。

気を帯びているとき、また薬を飲んだと
は運転しないでください。

を保護する服装
クの事故による死亡原因のトップは頭

の傷害です。頭部への傷害を防いだり軽
せるために、必ずヘルメットを着用して

さい。
ルメットはPSCまたはSG、JISマークの

る二輪車用を必ず着用してください。
ルメットのシールドまたはゴーグルを

用してください。目を保護しないと、風
の影響で視力が落ち、危険物の発見が遅
るおそれがあります。

り傷、切り傷を防ぐため、ジャケット、
ーツ、ズボン、グローブなどを着用して

ださい。
ぶついた服は着用しないでください。レ

ー、フットレスト、ホイールなどにから
り、傷害や事故につながるおそれがあり

す。
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用者の責任
両の使用者として、安全で適切な操作を行

責任があります。
イクは二輪の乗り物です。安全に利用、運
するためには、適切な運転技術と運転知識

備えている必要があります。この車を運転
るには、次の条件を満たしていなければな

ません。
転者は：

車の操作に関するあらゆる局面について、
あらゆる情報から学ぶこと。

この取扱説明書の警告や点検整備の要件
を遵守すること。

安全で正しいライディングテクニックの
トレーニングを受けること。

取扱説明書に示される時期、あるいは車の
状態に応じて必要なときに、充分な整備技

術のある整備士の整備を受けること。

全運転
行前には必ず点検を行い、車両が安全に運
できる状態にあるかを確認してください。

検整備を怠ると、事故や車両の損傷につな
る可能性が高くなります。走行前点検につ
ては、5-1 ページを参照してください。

この車両はオフロード専用です。一般の道
路、高速道路を走行すると道路交通法およ

び道路運送車両法の違反となります。ま
た、私道、神社の境内、公園、農道、堤防

上など、いわゆる道路としての形態を整え

ていないところでも人や車が自由に出入

りできるところは、一般の道路とみなされ
ます。

この車両は一人乗り専用です。運転者以外
の人を乗せることはできません。

バイク事故の主な原因は、他の車両の運転

者が走行中のバイクを見落としたり、発見
が遅れることによります。多くの事故が、

他の車両の運転者がバイクに気づかな
かったことで起きています。こうした見落

とし事故を減らすため、周りから認知され
やすい目立つ服装を心がけてください。

具体的には：
• 明るい色の服を着用してください。

• 他の運転者から見える位置を走行して
ください。運転者の死角を走行しないで

ください。
経験不足のライダーが多くの事故に巻き

込まれています。

• ライダーはバイクに乗る技量が充分な
人でなければなりません。またバイクに

乗る技量が充分な人のみに貸すように
してください。

• ご自身の技量と限界を熟知してくださ
い。自分の限界を超えないことが事故防

止には大切です。
• バイク自体とすべての運転操作に慣れ

るまで、運転操作の練習をすることをお
すすめします。
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ハンドル、フロントフォーク、フロント

フェンダーには大きなアクセサリーや
重量のあるアクセサリーを取り付けな

いでください。

ハ純正アクセサリー
セサリーを装備する場合は、慎重に製品
んでください。ヤマハ純正アクセサリー

ヤマハによって設計、テスト、および車
の使用が認められたアクセサリーです。
ハと無関係な多くのメーカーで、ヤマハ

のパーツやアクセサリーが製造されて
り、その他の改造品が提供されていま

ヤマハは、アフターマーケットで販売さ
いるこうした製品をテストすることが

ません。したがって、ヤマハ製以外のア
サリーの使用やヤマハで特に推奨して

い改造については、ヤマハの販売店で販
れていたり取り付けが行われた場合で

保証および推奨できません。

ターマーケット製品、アクセサリー、

インや品質面でヤマハ純正アクセサ

と類似しているアフターマーケット製
も、一部のアフターマーケット製品や改

、安全上、問題となる場合があります。
ターマーケット製品の取り付けや、車両

計特性や操作性を変えてしまうような
他の改造を行うと、運転者や周囲の人が

や死亡に至る危険性を高める場合があ
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防護服を必ず着用し、つま先、かかと、脚

部を露出させないでください。運転中や運
転直後は、エンジンや排気装置が非常に高

温になるため、ヤケドするおそれがありま
す。

酸化炭素中毒の予防
べての排気ガスは、有毒な一酸化炭素を含

でいます。一酸化炭素を吸い込むと、頭痛、
まい、眠気、吐き気、意識障害を起こし、
悪の場合、死亡するおそれがあります。

酸化炭素は無味無臭で無色のガスです。こ
ため、排気ガスが見えない状態や臭いがし

い状態でも無意識のうちに一酸化炭素を
ってしまうおそれがあります。一酸化炭素

いったん吸い込むと、すぐに致死量に達し
短時間のうちに意識不明となり死亡する

それがあります。また、密閉された場所や
気が不充分な場所では、数時間や数日にわ

って致死量レベルの一酸化炭素が残って
まうおそれがあります。万一、中毒症状が

れた場合は、すぐに換気のよいところに移
し、医師の手当てを受けてください。

屋内でエンジンをかけないでください。換
気扇を回したり窓やドアを開けて換気し
ても、短時間のうちに一酸化炭素が充満す

るおそれがあり危険です。
倉庫や車庫などの、換気が不充分な場所や

閉鎖的な場所でエンジンをかけないでく
ださい。

屋外であっても、排気ガスが窓やドアなど

の開口部から建物の中に吸い込まれる可
能性がある場所では、エンジンをかけない

でください。

積載
アクセサリーの装着によって車両の重量配
分が変化した場合、操縦安定性やハンドリン

グに重大な影響を及ぼします。アクセサリー
を装着するときは、充分に注意してくださ
い。また、アクセサリーを取り付けた車両を

運転するときは、充分に注意してください。
以下は車両にアクセサリーを装着する際に

守るべき、一般的なガイドラインです。
過積載車両の運転は事故を引き起こすおそ

れがあります。
体重が 25 kg を超えるライダーは乗車しな

いでください。
アクセサリーの重量はできるだけ、車両よ

り軽いものにしてください。いちばん重い
ものを車両の中心近くに積載し、なるべく

車両の重量を左右均等に配分させ、偏った
り、不安定な状態はさけてください。

重量が移動すると、急に不安定になるおそ
れがあります。アクセサリーは、運転前に
車両に確実に取り付けるようにしてくだ

さい。アクセサリーの取り付け状態をこま
めに点検してください。

• タイヤの状態と空気圧を点検し、サスペ
ンションの調整が可能なモデルについ

ては、負荷に合わせてサスペンションを
調整してください。

•
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ントのハンドルまたは方向指示灯など

壊れやすい部分を固定しないでくださ
。）なお、運搬中に塗装面をこすらない

うに、慎重にひもを掛ける場所を選んで
ださい。
搬中に車がおおきくバウンドしないよ

に、固定用ベルトなどでリヤサスペン
ョンをある程度まで圧縮させてくださ

。
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ます。車両の加工や改造に関連したけがや

害については、使用者の自己責任となりま
。

クセサリーを取り付ける場合は、前述の
載」の注意と合わせて次のことに注意し

ください。

車の性能を損なうアクセサリーを取り付
けないでください。アクセサリーを装備す

る場合は、アクセサリーの取り付けによっ
て、地上高やコーナリングクリアランスが

減らないか、サスペンションの動き、ステ
アリングの取り回し、制御操作が妨げられ

ないかを、事前に念入りに点検してくださ
い。

• ハンドルやフロントフォークにアクセ
サリーを取り付けると、重量配分の変化

によって安全性が損なわれる場合があ
ります。ハンドルやフロントフォークに
アクセサリーを取り付ける場合は、でき

るだけ軽量のものを最小限取り付ける
ようにしてください。

• 大型でかさばるアクセサリーは、車の安
定性に大きな影響を与える場合があり

ます。風を受けて車が浮き上がりそうに
なったり、横風にバランスを崩される可

能性があります。
• アクセサリーによっては、運転者が通常

の乗車位置に座れなくなる場合があり
ます。乗車位置が不適切だと体の動きが

制限され、車両制御に影響を与えるおそ
れがあるため、こうしたアクセサリーの

装備はおすすめしません。

電装アクセサリーの取り付けには注意が

必要です。電装アクセサリーが電気系統の
容量を超えると、電気系統が故障し、照明

装置などの機能低下やエンジン出力低下
の原因となり危険です。

アフターマーケット製のタイヤとリム
車両に装着されているタイヤとリムは、車両

の性能に合わせて、最適な操縦性、制動性、
乗り心地が得られるように設計されていま
す。指定外のタイヤ、リム、サイズを組み合

わせての装着は、不都合が生じる場合があり
ます。タイヤの仕様と交換について、7-11
ページを参照してください。

運搬
車を運搬する際は、下記の内容を必ず守って
ください。

車から、運搬中落下の可能性がある部品を
取り外してください。

フューエルコックが “S” (stop) になってい
るか、また燃料漏れしていないかを確認し

てください。
トレーラーの上またはトラックの荷台で、

車のフロントホイールをまっすぐにし、フ
ロントホイールをレールなどでしっかり

と固定してください。
マニュアルミッション車の場合、ギヤを入

れてください。
しっかりとした部分、例えばフレームまた

はフロントフォークのアンダーブラケッ

トなどを、固定用ベルトまたは適当なひも
を使用して固定してください。（ラバーマ

ウ

の
い

よ
く

運

う
シ

い
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JAU10411

左

1.
2.
3.
4.
5.
6.
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側面

1 2 3 4

56

スパークプラグキャップ (P7-5)
フューエルコック（P4-5）
スロットルストップスクリュー（P7-10）
エアクリーナーエレメント（P 7-8）
キックスターター（P4-6）
メインスタンド（P7-16）



各

3

JAU10421

右

1.
2.
3.
4.
5.
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側面

1 2 3 4

5

スパークアレスター（P7-9）
シート (P4-6)
トランスミッションオイル注入口 (P7-7)
エンジンオイルタンク（P4-4）
トランスミッションオイルドレンボルト (P7-7)



各部の名称
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JAU10431

運

5

6

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
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転装置と計器類

1 2

7

3 4

リヤブレーキレバー（P4-2）
チョークレバー（P4-5）
オイルタンクキャップ（P4-4）
エンジンストップスイッチ（P 4-1）
フロントブレーキレバー（P4-2）
スロットルグリップ（P6-2/P7-11）
フューエルタンクキャップ（P4-3）
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4
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　点
ードリミッターのアジャスターの調整

は、いっぱいに締め込んだ状態から7 mm
です。アジャスターを 7 mm まで回した

、スロットルはおよそ半分まで開けるこ
できます。さらにパワーが必要なとき

ヤマハ販売店にご相談ください。

JWA14632

ードリミッターの調整を誤るとスロッ

の異常につながり、制御不能になって事
ケガのおそれがあります。ヤマハ販売店
談しないでアジャスターを 7 mmを超え

さないでください。スロットルグリップ
びの量は 1.5–3.5 mm になるよう、調整

ください。（7-11 ページ参照）

1.

 mm を超えないこと

1
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JAU40661

ンドルスイッチ

JAU40675

ンジンストップスイッチ
FF/RUN/START”
ンジンを始動する前に、START にしておき
す。エンジンを始動して暖機した後、発進

る前に、RUN にします。OFF にするとエ
ジンが停止します。

　点
このスイッチがRUNの位置のときには、エ
ンジンは始動できません。

このスイッチが STARTの位置のときには、
エンジンの回転数が制限されますので走

行はできません。

JAU41045

スピードリミッターとパワーリダ
クションプレート
この車には調整式のスピードリミッターと
パワーリダクションプレートが装備されて

います。スピードリミッターはスロットルの
最大開度を制限する装置です。パワーリダク

ションプレートは、エキゾーストマニホール
ドに取り付けられており、ライダーが上達す
るまでの期間パワーを制限します。

スピードリミッター
1. ロックナットをゆるめます。
2. エンジンのパワーを増やし、車の最高速

度を上げるときはアジャスターを (a) 方
向に、エンジンのパワーを低下させ、車
の最高速度を下げるときはアジャス

ターを (b) 方向に回します。

3. ロックナットを締め付けます。

要
スピ

範囲
まで

とき
とが

は、

スピ

トル
故や
に相

て回
の遊

して

エンジンストップスイッチ “OFF/RUN/START”

1

1. ロックナット

2. アジャスター

1

(a)

(b)

2

1. 7
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JAU12952

ヤブレーキレバー

ブレーキレバーは、ハンドルの左側に取

けられています。リヤブレーキをかける
、このレバーをハンドルのグリップに向

握ります。

リヤブレーキレバー

1

U2SAJ0J0.book  Page 2  Monday, July 1, 2013  4:55 PM
4-2

ワーリダクションプレート
イダーが、スピードリミッターを最高速度
出る位置に調整して運転できる技量に達

たら、パワーリダクションプレートを取り
すことができます。（7-6 ページ参照）

JAU12902

フロントブレーキレバー

フロントブレーキレバーは、ハンドルの右側

に取り付けられています。フロントブレーキ
をかけるには、このレバーをスロットルグ

リップに向けて握ります。

リ

リヤ

り付
には

けて

1. フロントブレーキレバー

1

1.
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

JAU13213

ーエルタンクに充分な燃料が入ってい
、確認してください。図のようにフィ

チューブの下部まで給油してください。
JWA10882

油限度を超えてガソリンを入れると、ガ

リンが温まって膨張したときにあふれ
おそれがあります。
温のエンジンにガソリンをこぼさない

うに注意してください。

JCA10072

れたガソリンは、きれいな乾いた柔らか

で直ちにふき取ってください。放置して
と、塗装面やプラスチック部分を損傷す

それがあります。

ィラーチューブ

油限度

2
1
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JAU13183

ューエルタンクキャップ
JWA12172

油時およびガソリンを取り扱う場合は、次

ことを必ず守ってください。
給油時は必ずエンジンを止め、火気を近づ

けないでください。ガソリンは揮発性が高
く、引火しやすい燃料です。

フューエルタンクキャップを開ける前に、
車体などの金属部分に触れて静電気の除

去を行ってください。身体に静電気を帯び
た状態で給油すると、放電による火花で引

火する場合があり、ヤケドするおそれがあ
ります。
給油操作は、必ず一人で行ってください。

複数で行うと静電気が除去できない場合
があります。

給油は、必ず屋外で行ってください。
セルフサービスのガソリンスタンドで給

油するときは、ガソリンの吹きこぼれがな
いよう、慎重に給油してください。

給油限度（フィラーチューブ下端まで）を
超えてガソリンを入れないでください。走

行中にガソリンがにじみ出ることがあり
危険です。

給油後、フューエルタンクキャップを確実
に閉めてください。

フューエルタンクキャップを取り外すとき

は、キャップを反時計方向に回して取り外し
ます。

フューエルタンクキャップを取り付けると
きは、キャップを給油口に挿入し、時計方向
に回して取り付けます。

JWA11092

運転する前に、フューエルタンクキャップが
正しく締まっているか確認してください。

燃料

フュ
るか

ラー

給

ソ
る

高

よ

こぼ

い布
おく

るお

1. フューエルタンクキャップ

1

1. フ

2. 給
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JAU13454

ンジンオイル
ジンオイルタンクに充分オイルがある

を確認してください。不足しているとき
エンジンオイルを補給します。

JCA16671

ルタンクキャップが確実に取り付けら

いることを確認してください。

オイルタンクキャップ

ロアレベル

推奨オイル：

（8-3 ページ参照）

オイル容量：
0.30 L

2

1
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JAU40713

の車のエンジンは無鉛レギュラーガソリ
を使うように設計されています。ノッキン

やピンギングが発生した場合は、別の銘柄
ガソリン、または無鉛プレミアムガソリン
使用してください。

JAU13414

フューエルタンクブリーザーホー
ス

乗車の前に：
フューエルタンクブリーザーホースの接

続を点検します。
フューエルタンクブリーザーホースを点

検します。ひび、損傷がある場合はヤマハ
販売店へ交換を依頼してください。

フューエルタンクブリーザーホースがつ
まっていないか確認し、必要に応じて清掃
します。

エ
エン

こと
は、

オイ

れて

指定燃料：
無鉛レギュラーガソリン

タンク容量：
約 2.0 L

1. フューエルタンクブリーザーホース

1

1.
2.
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JAU13591

ークレバー “ ”

ジンが冷えているときは、チョークを使
るとエンジンの始動が容易になります。

ーを (a) 方向に移動させ、チョークをオ
します。
ーを (b) 方向に移動させ、チョークをオ

します。
1.

ョークレバー “ ”

1

(a)

(b)
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JAU40702

ューエルコック
ューエルコックは、フューエルタンクから

ャブレターへと燃料をろ過しながら供給
ます。

のフューエルコックには 2 つの位置があり
す。

(stop)

車時のレバー位置です。ガソリンは流れま

ん。エンジンがかかっていないときはレ
ーを常にこの位置にしてください。

O (on)

始動および走行時のレバー位置で、ガソリン
が流れます。

チョ

エン
用す

レバ
ンに
レバ

フに
矢印が “S” (stop) を指している

1
1. 矢印が “O” (on) を指している

1

1. チ
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キ

エ
を

. シートを元の位置に取り付けます。

. マッドガードを元の位置に取り付け、
ワッシャーとボルトを取り付けてボル

トを締め付けます。

　点
する前に、シートが正しく取り付けられ

ることを必ず確認します。

1.

シートホルダー

突起

1 2

U2SAJ0J0.book  Page 6  Monday, July 1, 2013  4:55 PM
4-6

JAU13681

ックスターター

ンジン始動時に、キックスターターレバー
出し、力強くキックします。

JAU40921

シート

シートの取り外しかた
1. ボルトとワッシャーを外し、マッドガー

ドを取り外します。

2. シートを取り外します。

シートの取り付けかた
1. シート前部の突起を図のようにシート

ホルダーに差し込みます。

2
3

要
乗車

てい

キックスターターレバー

1

1. ボルト／ワッシャー

2. マッドガード

1
2

1.
2.
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JAU42184

日
車 。

JWA12032


 ださい。

要
点 有無や内容が異なります。）

走

参照ページ

燃

また正し

4-3, 4-4

エ 4-4

ト 7-7

ミ
ギ

7-8

フ 7-13, 7-14
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常点検の実施
を安全で快適に使用いただくため、走行前点検リストに基づいた日常点検を必ず実施してください

日常点検を怠ると重大な事故やケガ、トラブルの原因となります。必ず実施してください。
異常が認められたときは、乗車前にご使用のかたご自身またはヤマハ販売店で必ず整備を行ってく

　点
検整備に使用する工具は、必要に応じてお買い求めください。（モデルにより、サービスツールの

行前点検リスト

項目 点検、整備内容

料

 フューエルタンクの残量を点検します。

 必要に応じて補給します。

 燃料の漏れがないか点検します。

 フューエルタンクブリーザーホースにつまり、ひび、損傷がないか、

く接続されているか点検します。

ンジンオイル

 オイル量を点検します。

 必要に応じて指定のオイルを規定量まで補充します。

 オイル漏れがないか点検します。

ランスミッションオイル
 オイル量を点検します。

 必要に応じて指定のオイルを規定量まで補充します。

ドルギアケースとファイナル
アケース

 グリース漏れがないか点検します。

ロントブレーキ

 作動を点検します。

 必要に応じてブレーキケーブルに注油します。

 ブレーキレバーの遊びの量を点検します。

 必要に応じて調整します。



日常点検

5

リ 7-13, 7-14

ス
ケーブルお

7-11, 7-15

コ 7-15

ホ 7-11, 7-12

ブ 7-16

メ 7-16

車
ます。 —

エ 4-1

参照ページ
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ヤブレーキ

 作動を点検します。

 必要に応じてブレーキケーブルに注油します。

 ブレーキレバーの遊びの量を点検します。

 必要に応じて調整します。

ロットルグリップ

 作動がスムーズであるか点検します。

 スロットルグリップの遊びを点検します。

 必要に応じて、ヤマハ販売店へスロットルグリップの遊びの調整、

よびグリップハウジングの注油を依頼します。

ントロールケーブル
 作動がスムーズであるか点検します。

 必要に応じて注油します。

イールとタイヤ

 ホイールに損傷がないか点検します。

 タイヤの状態と溝の深さを点検します。

 空気圧を点検します。

 必要に応じて調整、交換します。

レーキレバー
 作動がスムーズであるか点検します。

 必要に応じてレバーの取り付け部に注油します。

インスタンド
 作動がスムーズであるか点検します。

 必要に応じて取り付け部に注油します。

体の締付具合
 ナット、ボルト、スクリューが規定トルクで締まっているか点検し

 必要に応じて締め付けます。

ンジンストップスイッチ  作動を点検します。

項目 点検、整備内容



運

6





JCA15671

ョークをオンにしたまま、長時間放置し

いでください。故障の原因になるおそれ
あります。

行するときは必ず、チョークをオフにし
ください。

　点
ークをオフにした状態でエンジンがス

トルにすぐに反応すれば、エンジンは暖
ています。
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JAU46061

JWA14532

この車はオフロード専用に設計されてい

ます。走行する前に、運転のしかた、操作、
機能に慣れておいてください。操作や機能

でわからないことがあったらヤマハ販売
店にご相談ください。

短時間であっても風通しの悪い場所でエ
ンジンをかけたり、走行したりしないでく

ださい。排気ガスには有害な成分が含まれ
ているため、短時間のうちに呼吸困難や死

亡するおそれがあります。エンジンの始動
は風通しの良い場所で行ってください。

JAU4088A

エンジン始動（エンジンが冷えて
いるとき）

1. フューエルコックを “O” (on) にします。
2. エンジンストップスイッチを START に

セットします。
3. チョークをオンにし、スロットルを完全

に閉めます。（4-5 ページ参照）
4. フロントまたはリヤブレーキをかけな

がら、キックスターターでエンジンを始

動します。
5. エンジンが始動したら、チョークを途中

まで戻します。
JCA15992

エンジンを長持ちさせるため、エンジンが

冷えている間の急加速や、無用な空ぶかし
は避けてください。

長時間のアイドリングはガソリンのムダ
使いになるだけでなく、環境への悪影響に

もなりますので、やめてください。
通常のアイドリング回転数を必要以上に

高くした状態（アイドルアジャスターの
誤った調整や、スロットルグリップを開け

て固定した状態など）で、長時間放置しな
いでください。温度上昇により、エンジン

または車両が損傷する場合があります。

6. エンジンが暖まったら、チョークをオフ
にして、エンジンストップスイッチを

RUN にセットします。

チ

な
が

走
て

要
チョ

ロッ
まっ
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JAU16781

速と減速
の調節は、スロットルを開けたり、閉め

して行います。速度を上げるには、ス
トルグリップを (a) 方向に回します。速

落とすには、スロットルグリップを (b)方
回します。

JCA12681

坂で停止するときは、ブレーキを使用し

ださい。スロットルグリップの操作で車
持すると、クラッチなどが発熱して故障

因となります。

(a)

(b)
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JAU16661

ンジン始動（エンジンが暖まっ
いるとき）
ンジンが暖まっているときは、チョークを
要としないことを除いて、エンジンが冷え

いるときのエンジン始動と同じ手順で行
ます。その代わり、スロットルを少し開け

状態でエンジンを始動させます。

要　点
回キックしてもエンジンが始動しない場

、スロットルを 1/4 から 1/2 開けて再度試
ます。

JAU41003

発進
1. 左手でリヤブレーキレバーを握りなが

ら、車を前に押し出してメインスタンド
を戻します。

2. スロットルを完全に閉じます。
3. エンジンストップスイッチを RUN に

セットします。
4. 周りの安全を確認し、スロットルグリッ

プをゆっくりと回して発進します。

加
速度

たり
ロッ

度を
向に

上り

てく
を保

の原
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JAU42031

し運転
の 5 時間のならし運転は、エンジンの寿

とって重要です。同じようにこの期間、
ダーがバイクになれることも重要です。

の説明をよくお読みください。
ジンは新品ですので、最初の 5 時間は過

負荷をかけないでください。エンジン内
部品が互いに摩擦、摺動することで正し

動クリアランスとなります。この期間
エンジンのオーバーヒートになりかねな

時間の全開運転は避けてください。しか
短時間（最大 2 ～ 3 秒）であれば、ス

トルを全開にしてもエンジンに悪影響
りません。スロットルを全開にする操作
休み休み行ってください。また、スロッ

全開操作により熱を持ったエンジンを
すために、低いエンジン回転数で走行し

ら行ってください。
し運転後、部品がゆるんでいないか、オ

漏れや問題がないかを念入りに点検し
ださい。特にケーブルの点検、調整をし

ださい。さらに、各部のゆるみを点検し、
であれば締め付けます。

JCA10271

し運転の間にエンジントラブルが発生
ときは、すぐにヤマハ販売店にて車両を

してください。
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JAU41013

レーキ
. スロットルを完全に閉じます。

. フロントブレーキとリヤブレーキを同
時に、徐々にしぼりこむように握りま

す。

ロントブレーキ

ヤブレーキ

JWA14572

急ブレーキ（特に車体が傾いているとき）

は避けてください。車両が滑ったり、転倒
するおそれがあります。

濡れた地面でのブレーキングはより難し

いことを覚えていてください。
坂を下っているときのブレーキングはと

ても難しいものです。下り坂はゆっくり走
行してください。

連続したブレーキ操作は避けてください。
ブレーキ部の温度が上昇し、ブレーキの効

きが悪くなるおそれがあります。

なら
最初

命に
ライ

以下
エン

度な
の各

い作
中、

い長
し、

ロッ
はあ
は、

トル
冷や

なが
なら

イル
てく

てく
必要

なら
した

点検
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JAU40723

車
車するときは、エンジンを止め、フューエ

コックを S (stop) にします。
JWA10312

エンジンとエキゾーストシステムは非常

に高温になることがあるので、歩行者や子
供がそれらに触れないような場所に駐車

してください。
斜面や軟弱な地面には駐車しないでくだ

さい。車が転倒するおそれがあります。
草や可燃物などの火災の危険がある場所

には、決して駐車しないでください。
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JAU17312

ビスツール
に書いてある整備情報と、サービスツー

含まれる工具は、所有者がトラブル防止
めの整備と簡単な修理を実行する際に

てることができます。しかし、整備作業
しく行うためには、トルクレンチなど別

具が必要になります。

　点
に必要な工具や経験をお持ちでない場

、ヤマハ販売店に作業を依頼してくださ

JWA10341

ハが認可しない改造は、性能を低下させ
、排気ガスを悪化させたり、安全性を低

せたりするおそれがあります。変更を行
にヤマハ販売店にご相談ください。
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JAU17294

全を保つことは所有者の義務のひとつで

。定期的な点検、調整や注油によって、車
の安全性と本来の性能を保つことができ

す。点検、調整や注油の重要なポイントに
いて以下の各ページで説明します。

JWA10322

検整備を怠ったり正しく整備を行わない
、乗車中や整備中、死亡または重傷に至る

能性が高くなります。整備作業について自
がない場合は、ヤマハ販売店に作業を依頼

てください。

JWA15461

行直後はブレーキ関係の部品に直接触れ
いでください。ブレーキディスク、キャリ

ー、ドラム、ライニングなどは使用すると
温になり、ヤケドするおそれがあります。

検整備はブレーキ関係の部品が充分に冷
てから行ってください。

JAU46071

定期点検整備
車両の正しい定期点検整備は、長くバイクを

楽しんでいただく上で重要です。特に重要な
ことは、排気ガスに関連した部分の保守整備

です。これらの部分は、よりクリーンな排気
を保つ働きをするだけでなく、エンジンが充

分に性能を発揮するためにも重要です。以下
の定期点検整備表では、排気ガスに関連した

点検整備項目は別にグループ化されていま
す。整備には、各種のデータ、知識、器具が

必要です。ヤマハ販売店は、これらの整備を
行なう上での訓練を受けており、設備も備

わっています。
JWA10341

ヤマハが認可しない改造は、性能を低下させ
たり、排気ガスを悪化させたり、安全性を低

下させたりするおそれがあります。変更を行
う前にヤマハ販売店にご相談ください。

サー
本書

ルに
のた

役立
を正

の工

要
整備

合は
い。

ヤマ
たり

下さ
う前
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定
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期点検項目（排ガス関連）

要　点
印の項目は、特殊工具、データ、技能を必要とするため、ヤマハ販売店に点検整備をご依頼くださ
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JAU41759

定

要
* 印 い。
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期点検整備項目（一般）と給油

　点
の項目は、特殊工具、データ、技能を必要とするため、ヤマハ販売店に点検整備をご依頼くださ
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著 点検整備する必要があります。
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要　点
しく湿気やほこりの多い地域で走行している場合は、通常より頻繁にエアクリーナーエレメントを
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シックネスゲージでスパークプラグの

ギャップを測定し、必要に応じて規定値
に合うようにギャップを調整します。

ークプラグの取り付けかた
スパークプラグガスケットの表面と、そ
の合わせ面を清掃し、スパークプラグの

ねじ山に汚れがあればふき取ります。
スパークプラグレンチを使ってスパー
クプラグを取り付け、規定のトルクで締

め付けます。
1.

ラグギャップ

パークプラグギャップ：
0.6–0.7 mm

め付けトルク：
スパークプラグ：

20 Nm (2.0 m·kgf)

1
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JAU19605

パークプラグの点検
パークプラグはエンジンの重要な部品の

とつですが、簡単に点検することができま
。熱や堆積物のため、どんなスパークプラ

でも徐々に腐食が進みますから、スパーク
ラグは必ず「定期点検項目（排ガス関連）」

従って取り外し、点検してください。また、
パークプラグの状態によって、エンジンの

態がわかることもあります。

パークプラグの取り外しかた
. スパークプラグキャップを取り外しま
す。

. 図のようにスパークプラグを取り外し
ます。スパークプラグレンチはサービス

ツールの中にあります。

スパークプラグの点検のしかた
1. スパークプラグの中心電極の周りのガ

イシが淡いキツネ色になっているかを

点検します。（淡いキツネ色に焼けてい
るのが理想です。）

要　点
スパークプラグが明らかに違う色を示して
いる場合は、エンジンが適正に運転されてい

ない可能性があります。このようなときはご
自分で判断を行わずにヤマハ販売店で車の

点検を受けてください。

2. スパークプラグを調べて電極の腐食や

過度のカーボンやその他の堆積物がな
いかを確認し、必要に応じてスパークプ

ラグを交換します。

3.

スパ
1.

2.

スパークプラグキャップ

1

1. スパークプラグレンチ

指定スパークプラグ：
NGK/BPR4HS

1

1. プ

ス

締
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　点
ーリダクションプレートは、再度使用す

合に備え、取扱説明書といっしょに保管
おいてください。

. 新品のガスケットとエキゾーストマニ
ホールドを取り付け、エキゾーストマニ
ホールド取付ボルトを締め付けます。

エキゾーストマニホールド

ガスケット

パワーリダクションプレート

締め付けトルク：

エキゾーストマニホールド取付ボル
ト：

9 Nm (0.9 m·kgf)

1

2

3
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要　点
パークプラグを取り付けるときにトルク

ンチが利用できない場合、指で締め付けて
ら 4 分の 1 から 2 分の 1 回転させると、ほ

正しい締め付けトルクになります。しか
、できるだけ早く規定の締め付けトルクで

め付けを行ってください。

3. スパークプラグキャップを取り付けま

す。

JAU41104

パワーリダクションプレートの取
り外しかた
エンジン性能を最大に引き出すには、パワー
リダクションプレートを取り外す必要があ

ります。
JWA14582

排気系統の部品に触る前に、排気システムを
冷やしてください。

1. エキゾーストマニホールド取付ボルト
を外し、エキゾーストマニホールドを取

り外します。

2. ガスケットを取り外します。

3. パワーリダクションプレートを取り外
します。

要
パワ

る場
して

4

1. エキゾーストマニホールド取付ボルト

1

1.
2.
3.
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JCA10453

ラッチの滑りを防ぐため（トランスミッ

ョンオイルにはクラッチの潤滑作用も
るため）、いかなる化学添加剤も混ぜな

でください。ディーゼル車用の CD 級オ
ルや、指定よりも高いグレードのオイル

使わないでください。また、ENERGY
ONSERVING II 以上のラベルのついたオ
ルは使わないでください。

ランスミッションに異物が入らないよ
に注意してください。

エンジンを始動し、数分間アイドリング
させながら、トランスミッションオイル

の漏れがないかを点検します。もし、漏
れていたらエンジンをただちに停止し、
原因を調べてください。

1.
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JAU40894

ランスミッションオイル
ランスミッションオイルは乗車の前に毎

、点検してください。また、トランスミッ
ョンオイルは「定期点検整備項目（一般）

給油」に指定されている時期に交換する必
があります。

. メインスタンドを立て、車を垂直にしま
す。

. 使用済みのトランスミッションオイル
を回収するため、オイルトレーをエンジ

ンの下に置きます。
. オイル注入口のキャップ、トランスミッ

ションオイルドレンボルトとガスケッ
トを取り外し、トランスミッションから
オイルを抜き取ります。

4. トランスミッションオイルドレンボル

トと新品のガスケットを取り付け、ドレ
ンボルトを規定トルクで締め付けます。

5. 推奨トランスミッションオイルを規定
量注入してから、オイル注入口のキャッ

プを取り付けてしっかりと締めます。

ク

シ
あ

い
イ

は
C
イ

ト
う

6.

オイル注入口キャップ

1

1. トランスミッションオイルドレンボルト

2. ガスケット

締め付けトルク :
トランスミッションオイルドレンボル
ト：

14 Nm (1.4 m·kgf)

推奨オイル :
（8-3 ページ参照）

オイル容量 :
0.30 L

12
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. ヤマルーブフィルターオイルをエアク

リーナーエレメントの表面全体に塗布
してから、布切れなどで包み、しぼりま

す。

　点
クリーナーエレメントは湿った状態に

すが、オイルがたれる程にはしないでく
い。

エアクリーナーエレメント

1
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JAU41712

ドルギヤケースとファイナルギ
ケース
ドルギヤとファイナルギヤのグリース漏
がないかどうか、走行するごとに点検して

ださい。グリース漏れが見つかったら、ヤ
ハ販売店に点検整備を依頼してください。

た「定期点検整備項目（一般）と給油」で
定する時期に、ミドルギヤとファイナルギ
の点検と注油をヤマハ販売店に依頼して

ださい。

JAU40904

エアクリーナーエレメントの清掃
エアクリーナーエレメントは「定期点検項目

（排ガス関連）」で指定する時期に点検整備を
行ってください。ほこりの多い場所や湿気の

多い場所を走行する機会が多い場合は、指定
の時期より早めにエアクリーナーエレメン

トを清掃または交換してください。
1. シートを取り外します。（4-6 ページ参

照）
2. スクリューを外し、エアクリーナーケー

スカバーを取り外します。

3. エアクリーナーエレメントを取り外し、

きれいな灯油で洗浄し、軽くしぼりま
す。

4

要
エア

しま
ださ

1. エアクリーナーケースカバー

2. スクリュー

2

1

1.
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テールパイプをマフラーに差し込み、ス

クリューを締め付けます。

　点
ルパイプを差し込むとき、スクリューの

正しく合うようにしてください。

パークアレスター

1
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. エアクリーナーエレメントを、エアク
リーナーケースに取り付けます。

JCA15622

エアクリーナーエレメントがエアクリー

ナーケースに正しく装着されていること
を確認してください。
エアクリーナーエレメントを取り付けな

いままエンジンを始動しないでください。
これを行うと、ピストンやシリンダーの摩

耗が激しくなります。

. エアクリーナーケースカバーを取り付

け、スクリューで締め付けます。
. シートを取り付けます。

JAU41222

スパークアレスターの清掃
スパークアレスターは「定期点検項目（排ガ

ス関連）」に示された時期に清掃を行ってく
ださい。

JWA10981

排気系統の部品に触れる前に、排気システ
ムを冷やしてください。

排気系統を清掃するときは、エンジンを始
動しないでください。

1. スクリューを取り外してテールパイプ

をマフラーから引き出します。

2. テールパイプを軽くたたいてからワイ
ヤーブラシを使ってテールパイプのス

パークアレスター部分と内部に堆積し
たカーボンを取り除きます。

3.

要
テー

穴が

指定オイル :
ヤマルーブフィルターオイル

1. テールパイプ

2. スクリュー

3. マフラー

1
2

3

1. ス
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　点
の手順で規定のアイドリング回転数に
できない場合、ヤマハ販売店で調整を

てください。

スロットルストップスクリュー

アイドリング回転数：
1650–1750 r/min

1

(a)(b)
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JAU39931

ャブレターの調整
ャブレターはエンジンの重要な部品で、非

に高度な調整が要求されます。キャブレ
ーの調整はヤマハ販売店で行ってくださ

。ただし、以下に示す調整は日常の整備の
とつとしてご使用のかたご自身でも調整

きます。
JCA10551

ャブレターは工場で調整され、広範囲にテ

トを受けています。技術的な知識がない人
セッティングを変更すると、エンジン性能

低下したり、エンジンを損傷することがあ
ます。

JAU21363

エンジンアイドリング回転数の調
整
エンジンアイドリング回転数は「定期点検項
目（排ガス関連）」に従って点検し、必要に

応じて以下の手順で調整を行ってください。

要　点
この調整を行うには、測定用のタコメーター

が必要です。

1. 測定用のタコメーターをスパークプラ

グのリード線に取り付けます。
2. エンジンを２～３分間、アイドリング運

転します。その後 4000 ～ 5000 回転ま
で回転を上げ、スロットルレスポンスを

確認します。

要　点
スロットルレスポンスが良くなれば、エンジ

ンは暖まっています。

3. エンジンのアイドリング回転数を点検

します。調整が必要な場合は、スロット
ルストップスクリューを調整しながら

規定のエンジン回転数に設定します。エ
ンジン回転数を上げるにはスクリュー

を (a) 方向に回します。エンジン回転数
を下げるにはスクリューを (b) 方向に回
します。

要
以上
設定

行っ

1.
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ス

ス

リ
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整

ヤの点検

ヤは乗車前に毎回点検してください。タ

中央の溝の深さが使用限度に達してい
、釘やガラスの破片が刺さっていたり、
いはサイドウォールに異常がある場合

ヤマハ販売店で点検・整備を受けてくだ
。

ヤの情報
車はパネルホイールとチューブタイヤ

備しています。

1.
イドウォール

の深さ

イヤの溝の深さの使用限度 :
4.0 mm

1

2
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JAU21385

ロットルグリップの遊びの調整

ロットルグリップの遊びは、スロットルグ

ップのツバの外周部で 1.5–3.5 mm が適正
す。定期的にスロットルグリップの遊びを

検し、必要に応じてヤマハ販売店に点検調
を依頼してください。

JAU40915

タイヤ
車の性能と耐久性を最大限に引き出しなが

ら安全に乗っていただくために、指定のタイ
ヤについて以下の点に注意してください。

タイヤ空気圧
タイヤ空気圧は乗車前に毎回点検して、必要

に応じて調整してください。
JWA15371

空気圧の確認は、タイヤが冷えている状態で

(タイヤの温度と外気温が同じときに )行って
ください。

タイ

タイ

イヤ
たり
ある

は、
さい

タイ
この

を装

スロットルグリップの遊び

1

タイヤ空気圧 :
前輪 :

100 kPa (1.00 kgf/cm²)
後輪 :

100 kPa (1.00 kgf/cm²)

1. サ

2. 溝

タ
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





JAU40782

ネルホイール
JWA10611

モデルのホイールは、チューブレスタイ

に設計されておりません。チューブレス
ヤは使用しないでください。

クの性能と耐久性を最大限に引き出し

ら、永く、安全に乗っていただくために、
ホイールに関する以下のポイントに注

てください。
イールのリムにひびや曲がり、歪みや損

がないか、乗車前に毎回点検してくださ
。損傷があった場合、ヤマハ販売店でホ

ールを交換してください。ホイールに関
てはたとえ小さな修理であっても行わ

いでください。変形したり、ひびが入っ
いるホイールは必ず交換してください。

イヤかホイールのどちらかを交換した
、必ずホイールのバランス取りを行って

ださい。ホイールのバランスが取れてい
いと、性能の低下やハンドリング特性の
化、タイヤの寿命が縮まるおそれがあり

す。
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JWA10462

前後輪ともに同じメーカー、同じデザイン

のタイヤを使用してください。そうしな
かった際のハンドリングの特性について、
一切保証しません。

ヤマハが、長期試験を経てこのモデル用に
認定したタイヤは、下記のリストのもので

す。

JWA15542

過度にすり減ったタイヤはヤマハ販売店
で交換してください。過度にすり減ったタ

イヤで運転すると操縦安定性が低下し、制
御不能になるおそれがあります。

タイヤを含め、ホイールやブレーキ関連の

部品交換は、ヤマハ販売店で行ってくださ
い。

タイヤの交換をした後は、タイヤがリムに
完全になじむよう、「ならし運転」をして
ください。タイヤが完全になじんでいない

と車の損傷や運転者のケガにつながるお
それがあります。

パ

この

ヤ用
タイ

バイ

なが
指定

意し
ホ

傷
い

イ
し

な
て

タ
ら

く
な
悪

ま

前輪 :
サイズ :

2.50-10 4PR
メーカー／型式 :

BRIDGESTONE/KNOBBY
IRC/KNOBBY

後輪 :
サイズ :

2.50-10 4PR
メーカー／型式 :

BRIDGESTONE/KNOBBY
IRC/KNOBBY
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ントとリヤのブレーキレバーの遊びの

定期的に点検し、必要に応じて以下の手
調整します。

ーキレバーの遊びの量を増やすときに
アジャスターを（a）方向に回します。ブ

キレバーの遊びの量を減らすときには、
ャスターを（b）方向に回します。

ント

ロントブレーキレバーの遊びの量 :
10.0–20.0 mm
ヤブレーキレバーの遊びの量 :
10.0–20.0 mm

ジャスター

1

(a)

(b)
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JAU46081

クセサリーと交換部品
JWA14482

クセサリーや交換部品は、この車用に設計

れたものでなければなりません。また、設
上の本来の安定性が維持されるよう、確実

装着されなければなりません。ヤマハ純正
品とアクセサリーは、あなたのお車に合う

う設計され、テストされています。ご購入
にヤマハ純正部品とアクセサリーのこと

考慮に入れてください。ヤマハが認可して
ないアクセサリーや交換部品の使用は、操

安定性や安全運転に支障があることもあ
ます。ヤマハは他社製のアクセサリーや部
の品質について管理できませんので、ヤマ

が認可していない部品の使用によって起
るあらゆる結果に対しては責任を負いか

ます。

JAU22153

フロントとリヤのブレーキレバー
の遊びの調整
フロントとリヤのブレーキレバーの遊びは
図に示すような位置で測定します。

フロント

リヤ

フロ

量は
順で

ブレ
は、

レー
アジ

フロ

1. 遊び

1. 遊び

1

1

フ

リ

1. ア
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リ

説

は
い

ーキシューの厚さが 1.5 mm 以下のとき

ヤマハ販売店でブレーキシューの交換を
てください。

　点
ーキシューの厚さを測るときは、一番薄
分で測ってください。

1.
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ヤ

JWA10651

明のとおりに正しく調整できない場合に

、ヤマハ販売店に調整を依頼してくださ
。

JAU41054

フロントブレーキシューとリヤブ
レーキシューの点検
フロントおよびリヤブレーキシューは「定期
点検整備項目（一般）と給油」で指定された

時期に点検してください。

要　点
ブレーキシューの点検を行うには、ホイール

を取り外す必要があります。
フロントホイールの取り外しかた：7-18

ページ参照
リヤホイールの取り外しかた：7-19 ページ

参照

フロント

リヤ

ブレ

は、
行っ

要
ブレ
い部

アジャスター

1

(a)

(b)
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JAU23121

トルーブポンプの調整
トルーブポンプはエンジンの重要で繊

部品です。「定期点検整備項目（一般）と
」で指定する時期にしたがってヤマハ販

で調整を行ってください。
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JAU54121

ーブルの点検と注油
べてのコントロールケーブルの作動の状

を乗車前に毎回点検し、必要に応じてケー
ルとケーブルのエンド部に注油します。

ーブルが損傷していてスムーズに動かな
場合は、ヤマハ販売店に点検整備を依頼し

ください。

JWA10712

ーブルのアウターハウジングに損傷があ
と錆が発生し、ケーブルの作動を妨げる原

となります。危険な状態を防止するため、
傷を受けたケーブルはできるだけ早く交

してください。

JAU23115

スロットルグリップおよびケーブ
ルの点検と注油
スロットルグリップの作動は、乗車前に毎回
点検してください。また、ケーブルは、「定

期点検整備項目（一般）と給油」で指定する
時期になったら、ヤマハ販売店に注油を依頼

してください。
スロットルケーブルには、ゴムカバーが取り
付けられています。ゴムカバーが確実に取り

付けられていることを確認し、洗車時にはゴ
ムカバーに直接水をかけないようにしてく

ださい。ゴムカバーの汚れがひどい場合に
は、水で濡らして固くしぼった布などでふき

取ってください。

オー
オー

細な
給油

売店

推奨する潤滑剤：

ヤマルーブ 180 ワイヤーグリース
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JAU42082

ロントフォークの点検
ントフォークの状態と作動は、「定期点

備項目（一般）と給油」で指定する時期
次の手順で点検してください。

の点検
JWA10752

はしっかりと支持して、転倒する危険が

ようにしてください。

ナーチューブにかき傷や損傷がないか

します。

の点検
. 車体を平坦な場所に立て、直立した状態
に保ちます。

. フロントブレーキをかけながらハンド
ルを数回強く押し下げて、フォークの圧
縮、伸びがスムーズに行えるか確認しま

す。
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JAU43634

ロントブレーキレバーおよびリ
ブレーキレバーの注油

ロントブレーキレバーおよびリヤブレー
レバーの取り付け部は、「定期点検整備項

（一般）と給油」で指定する時期にした
って注油してください。

JAU23193

メインスタンドの点検と注油

メインスタンドは、乗車前に毎回作動を点検

し、必要に応じて取り付け部と金属と金属の
接触面に注油してください。

JWA11302

メインスタンドが円滑に上下に動かない場
合、ヤマハ販売店で点検、修理を受けてくだ

さい。

フ
フロ

検整
に、

外観

車体

ない

イン

点検

作動
1

2
推奨する潤滑剤：

ヤマハグリース B

推奨する潤滑剤：

ヤマハグリース B
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JAU23292

ールベアリングの点検

ントおよびリヤのホイールベアリング

「定期点検整備項目（一般）と給油」で
する時期にしたがって注油してくださ

ホイールハブに遊びがあったり、ホイー
スムーズに回転しない場合は、ヤマハ販

でホイールベアリングの点検整備を受
ください。
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JCA10591

らかの損傷が見られたり、フロントフォー

がスムーズに作動しない場合は、ヤマハ販
店に点検、修理を依頼してください。

JAU45512

ステアリングの点検
ステアリングのベアリングが摩耗していた

り緩んでいたりすると、大変危険です。した
がって、「定期点検整備項目（一般）と給油」

で指定する時期にステアリングの作動性を
点検してください。

1. メインスタンドを立てます。
JWA10752

車体はしっかりと支持して、転倒する危険が

ないようにしてください。

2. フロントフォークの先端をつかんで、前
後に動かし、異常なガタつきがある場合

は、ヤマハ販売店にステアリングの点
検、修理を依頼してください。

ホイ

フロ

は、
指定

い。
ルが

売店
けて
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フ

フ





ントホイールの取り付けかた
. 図のように、ブレーキシュープレートを
ホイールハブに取り付けます。

. フロントフォークの間にホイールを持
ち上げます。

　点
ーキシュープレートの溝がフロント
ークのリテーナーに合うように組み付

す。
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JAU24361

ロントホイール

JAU56510

ロントホイールの取り外しかた
JWA10822

ホイールの修理は、ヤマハ販売店に依頼す
ることをおすすめします。

車体はしっかりと支持して、転倒する危険
がないようにしてください。

1. メインスタンドを立てます。

2. フロントブレーキアジャスターを取り
外して、ブレーキケーブルをブレーキカ

ムシャフトレバーとブレーキシュープ
レートから取り外します。

3. アクスルナットとワッシャーを取り外
します。

4. ホイールアクスルを引き抜いて、ホイー
ルを取り外します。

フロ
1

2

要
ブレ
フォ

けま

1. ブレーキカムシャフトレバー

2. ブレーキシュープレート

3. ワッシャー

4. アクスルナット

5. ブレーキケーブル

6. アジャスター

1. ホイールアクスル

5

6

1

3 42

1
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3

4

5

6

7

8

エキゾーストチャンバー取付ボルトと

ワッシャーを取り外します。

1. フラー

ッシャー

フラー取付ボルト

プリングクランプ

キゾーストチャンバー

キゾーストチャンバー取付ボルト

ッシャー

31 2

4

2

1

3
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. ホイールアクスルを右側から差し込み

ます。
. ワッシャーとアクスルナットを取り付

け、アクスルナットを規定のトルクで締
め付けます。

. ブレーキシュープレートとブレーキカ

ムシャフトレバーにブレーキケーブル
を取り付け、フロントブレーキアジャス

ターを取り付けます。
. ブレーキレバーの遊びの調整を行いま

す。（7-13 ページ参照）
. メインスタンドを外し、フロントホイー

ルを下げて地面に接地させます。
. ハンドルバーを何度か強く上下に押し

て、フロントフォークが正常に作動する
か確認します。

JAU25081

リヤホイール

JAU56820

リヤホイールの取り外しかた
JWA10822

ホイールの修理は、ヤマハ販売店に依頼す
ることをおすすめします。

車体はしっかりと支持して、転倒する危険
がないようにしてください。

1. メインスタンドを立て、車を垂直にしま

す。
2. シートを取り外します。（4-6 ページ参

照）
3. マフラー取付ボルトとワッシャーを取

り外します。
JWA14582

排気系統の部品に触る前に、排気システムを
冷やしてください。

4. スプリングクランプを下げ、マフラーを
取り外します。

5.

リテーナー

締め付けトルク：
アクスルナット：

40 Nm (4.0 m·kgf)

1

1. マ

2. ワ

3. マ

4. ス

1. エ

2. エ

3. ワ
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. リヤホイールを右側に引いてファイナ

ルギヤケースと分離させ、ホイールを取
り外します。

ホイールの取り付けかた
. ホイールアクスルとホイールハブのス

プラインにヤマハグリース B を少量塗
布します。

. ホイールをホイールアクスルに挿入し
て取り付けます。

. リヤアームを取り付け、ワッシャーとリ

ヤアーム取付ナットを取り付けます。
. アクスルナットを取り付けます。

. 右側のリヤショックを取り付け、リヤ
ショック取付ボルトを取り付けます。

. リヤブレーキレバーを握りながら、アク
スルナットを規定のトルクで締め付け

ます。
. リヤアーム取付ナットとリヤショック

取付ボルトを規定のトルクで締め付け
ます。

. エキゾーストチャンバーを取り付け、

ワッシャーとエキゾーストチャンバー
取付ボルトを取り付けます。

1.

1.

締め付けトルク：
アクスルナット：

60 Nm (6.0 m·kgf)
リヤアーム取付ナット：

29 Nm (2.9 m·kgf)
リヤショック取付ボルト：

23 Nm (2.3 m·kgf)
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6. エキゾーストマニホールド取付ボルト

を外し、エキゾーストチャンバーとパ
ワーリダクションプレート、ガスケット

を取り外します。

7. 右側のリヤショック取付ボルトを取り
外し、リヤショックを図のように持ち上

げます。

8. リヤブレーキレバーを握りながら、アク

スルナットを取り外します。

9. リヤアーム取付ナットとワッシャーを

取り外し、リヤアームを取り外します。

10

リヤ
1

2

3

4
5

6

7

8

エキゾーストマニホールド取付ボルト

リヤショック取付ボルト

1

1

1. アクスルナット

1. リヤアーム

2. ワッシャー

3. リヤアーム取付ナット

1

1 2
3
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JAU25852

なときは
ハ車は工場から出荷前に入念に点検さ

いますが、使用中にトラブルが発生する
があります。燃料、圧縮、点火装置のト

ルは始動不良やパワーの低下を引き起
原因となります。

ージのトラブルシューティングチャー
は、これらの重要なシステムをご自身で

するための手軽な手順が記載されてい
。点検して、修理の必要がある場合には

ハ販売店に車両を持ち込んでください。
の工具を使って経験、知識の豊富な整備

適切に修理を行います。
を交換するときは、必ずヤマハ純正部品
用してください。類似部品は、ヤマハ純

品と似ていますが、しばしば性能で劣る
があり、長持ちしないため、結局、修理

が高くつくことがあります。

1.
2.
3.
4.
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. パワーリダクションプレートと新品の

ガスケットを取り付け、エキゾーストマ
ニホールド取付ボルトを取り付けます。

. エキゾーストマニホールド取付ボルト

とエキゾーストチャンバー取付ボルト
を規定のトルクで締め付けます。

. スプリングクランプを元の位置まで引

き上げてマフラーを取り付け、ワッ
シャーとマフラー取付ボルトを取り付

けます。

要　点
スプリングクランプの突起が内側を向くよ

うに取り付けてください。

12. マフラー取付ボルトを規定のトルクで
締め付けます。

13. ブレーキレバーの遊びの調整を行いま
す。（7-13 ページ参照）

14. シートを取り付けます。

こん
ヤマ

れて
こと

ラブ
こす

次ペ
トに

点検
ます

ヤマ
専用

士が
部品
を使

正部
こと

費用

エキゾーストマニホールド

ガスケット

パワーリダクションプレート

エキゾーストマニホールド取付ボルト

締め付けトルク：
エキゾーストマニホールド取付ボル

ト：
9 Nm (0.9 m·kgf)

エキゾーストチャンバー取付ボルト：
18 Nm (1.8 m·kgf)

2

3
4

1

1. エキゾーストチャンバー

2. スプリングクランプ

3. マフラー

締め付けトルク：
マフラー取付ボルト：

18 Nm (1.8 m·kgf)

1

2

3
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JAU25975

ト
JWA10841

燃
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ラブルシューティングチャート

料系統は、必ずタバコなどの火気がないところで点検作業してください。
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清
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2

3

清



シを使用してください。落ちにくい汚れ

の死骸などは、清掃前に濡れた布を２～
間かぶせておくと落ちやすくなります。

、あるいは海辺での走行後
に含まれる塩分は腐食性が高いため、雨
るいは海辺での走行をする度に以下の

で清掃を行なってください。
エンジンが冷えた後、車を冷水と中性洗

剤で洗車します。
JCA10792

は塩分の腐食性を促進させますので、使

ないでください。

メッキ部を含む全ての金属の表面に、腐

食を防ぐために防錆潤滑剤をかけてく
ださい。

後
セーム皮か吸収性のある布で水気をよ

く拭き取り、乾かします。
金属磨き剤を使ってクローム、アルミニ

ウム、ステンレス部品を磨きます。
腐食を防ぐため、メッキ部を含む全ての
金属の表面に、防錆潤滑剤をかけること

をおすすめします。
スプレーオイルを使用して残った汚れ

を取り除きます。
石はねなどによる塗装面の傷を修正し

ます。
塗装面にワックスをかけます。

保管またはカバーをかける前に車を完
全に乾かします。
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JAU40636

車の手入れ
つまでも車を長持ちさせるために、お手入

をしてください。 すみずみまで清掃すれ
、普段気付かない異状箇所や摩耗が発見で

、故障の予防にもなります。

掃前
. エンジンが冷えた後、マフラー出口をビ
ニール袋で覆います。

. スパークプラグキャップを含む全ての
電装カプラーやコネクター、および

キャップやカバーが正しく取り付けら
れていることを確認します。

. クランクケース上の焼き付いたオイル
のような落ちにくい汚れは、脱脂剤とブ

ラシで取ってください。ただし、脱脂剤
をシール、ガスケット、ホイールアクス

ルには決して使わないでください。汚れ
と脱脂剤は水で洗い落としてください。

掃
JCA17111

強酸性のホイールクリーナーの使用（特に

スポークホイールへの使用）は避けてくだ
さい。落ちにくい泥汚れを落とすのにこの

ような製品を使用する場合は、クリーナー
の使用説明書で指示された時間以上は決

して放置しないでください。また水で完全
に洗い流したあと、すぐに乾かし、防錆潤
滑剤を塗布してください。

カウル、パネルなどのプラスチック部品や

マフラーは、清掃のしかたを誤ると外観を
損ねたり損傷したりします。まず、柔らか

くて清潔な布やスポンジを使用し、水洗い
してください。もし、汚れが充分に落ちな
いときは、少量の中性洗剤を水で薄めて清

掃してください。中性洗剤を使用して清掃
した後は、大量の水で洗剤を完全に洗い落

としてください。洗剤の成分が残っている
と、プラスチック部品が損傷するおそれが

あります。
コンパウンドの入ったワックスは、プラス

チック部品を傷つけますので使用しない
でください。強力洗剤、研磨剤、溶剤、シ

ンナー、燃料（ガソリン）、錆取り剤、錆
止め剤、ブレーキフルード、不凍液、バッ

テリー液などの付着した布やスポンジは
使用しないでください。

高圧洗車機やスチーム洗浄機は使用しな

いでください。水が侵入し、以下の部分の
故障の原因となります。：シール類（ホ

イールやスイングアームのベアリング、フ
ロントフォーク、ブレーキ）、電装品（カ

プラー、コネクター、スイッチ）、ブリー
ザーホース、ベントホース

通常の使用後

汚れをぬるま湯、中性洗剤、清潔で柔らかな
スポンジで落としてください。その後、きれ

いな水で完全に洗い流してください。手の届
きにくい箇所は、歯ブラシあるいは細めの毛

ブラ

や虫
３分

雨天
海水
天あ

手順
1.

温水

用し

2.

洗車
1.

2.

3.

4.

5.

6.
7.
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. 以下の手順を行い、シリンダー、ピスト

ンリングなどの腐食を防ぎます。
a. スパークプラグキャップとスパー

クプラグを外します。
b. スプーン一杯分のエンジンオイル

をスパークプラグの孔に入れます。

c. スパークプラグキャップをスパー
クプラグに取り付け、その後スパー

クプラグをシリンダヘッドに置き、
側方電極が確実にアースするよう

にします。（次の手順中、スパーク
プラグで放電されます。）

d. スターターでエンジンを数回、回し
ます。（シリンダー壁にオイルを付

着させます。）
e. スパークプラグキャップをスパー

クプラグから外し、その後スパーク
プラグとスパークプラグキャップ
を取り付けます。

JWA10952

ークによる傷害を防ぐため、エンジンを
させる間はプラグの側方電極を確実に

（アース）させてください。

. 全てのケーブルとメインスタンド、全て

のレバーの作動部に注油します。
. タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空
気を入れます。その後、車をリフトアッ

プして、両輪のホイールが地面から離れ
るようにします。それができない場合
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JWA14502

ブレーキやタイヤには、オイルやワックス

を付着させないでください。
必要なら、温水と中性洗剤でタイヤを洗浄
してください。洗浄後、低速で走行してブ

レーキやコーナリング性能を点検してく
ださい。

JCA10801

スプレーオイルやワックスは少量を塗布
し、拭き残しのないようにしてください。

ゴムやプラスチックの部品に、プラスチッ
ク、ゴム用以外のオイルやワックスを塗布

しないようにしてください。
研磨剤は塗装が剥がれる原因となります
ので、使用しないでください。

要　点
フターケア用品については、ヤマハ販売店
ご相談ください。

JAU40646

保管のしかた

短期の保管
常に涼しくて乾燥した場所に保管してくだ

さい。必要であれば、通気性のあるカバーを
かけてほこりを防いでください。
なお、ボディーカバーはマフラーが冷えてか

らかけてください。
JCA10811

水分が残ったまま、通気性の悪い場所で車

両を保管したり、通気性のないカバーをか
けたりすると、錆の原因となります。

錆を防ぐため、湿気のある場所、家畜小屋
（アンモニアが発生するため）、強力な薬品

が保管されている場所を避けてください。

長期の保管
数か月間車を保管する前に：

1. この章の「お車の手入れ」の指示に従っ

てください。
2. “S” (stop) 位置のあるフューエルコック

を装備した車：フューエルコックを “S”
の位置にします。

3. キャブレターのドレンボルトをゆるめ、

キャブレターフロートチャンバー内の
燃料を抜きます。これにより、キャブレ

ター内に燃料の沈殿物が溜まることを
防止します。抜いた燃料は燃料タンクに

入れます。

4

スパ
回転

接地

5

6
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要
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JAU28272

ルーブ ギヤオイル
ションギヤ潤滑用。極圧性が良く、また
強度も高く、酸化安定性にすぐれ、ベア

グの腐食や摩耗を防ぐアワ立ち性がき
て少ない特性をもっています。

JAU41783

ハグリース B
ウム石けん基のグリースで、耐水、耐熱、

れ性、せん断安定性に優れた万能タイプ
。
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は、タイヤの接地部分に負荷がかかるの

を防ぐため、毎月ホイールを少しずつ回
して接地部分の位置を変えます。

. マフラー出口をビニール袋で覆い、湿気
が侵入するのを防ぎます。

　点
を保管する前に、必要な修理を行います。

JAU28082

アフターケア用品について
大切な車の寿命は、使用するオイルの品質に

より大きく左右されます。ヤマハの車には、
ヤマハ純正用品をご使用ください。

JAU28152

オートルーブスーパーオイル
ヤマハの２ストロークエンジンにはヤマハ

オートルーブスーパーオイルをご使用くだ
さい。

オートルーブスーパーオイルはヤマハの２
ストロークエンジンのために開発されたエ

ンジンオイルです。

JAU28192

ヤマルーブフィルターオイル
ヤマハコンペティションモデル専用に開発
したオイルで、火山灰、サンド、赤土をはじ

めとして、泥ねい、泥水など、全日本 MX ラ
ウンド全ての諸状況を考慮し、テスト、開発

してあり、全ての条件下で最高の性能を発揮
するフィルターオイルです。

ヤマ
ミッ
油膜

リン
わめ

ヤマ
リチ

耐漏
です
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2.
3.
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マルーブ 180 ワイヤーグリース
ワイヤーを潤滑、保護します。土、泥、ほ
り、水などの悪条件に威力を発揮します。

リコングリース G30M
酸化安定性・耐久性に優れ、広い温度範囲

使用できるグリースです。油圧式ドラムブ
ーキおよびディスクブレーキに最適です。

JAU42162

マルーブ 180 防錆潤滑剤
錆、潤滑、防湿、浸透力に優れた金属保護

です。

ヤマハグリース B
ヤマルーブ 180 ワイヤーグリース

シリコングリース G30M

1 2 3
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エ

類（後）:
ユニットスイング
方式 :
ョックアブソーバータイプ（前）:
コイルスプリング / オイルダンパー

ョックアブソーバータイプ（後）:
コイルスプリング / オイルダンパー

ントタイヤ :
類 :
チューブ有り
イズ :
2.50-10 4PR
ーカー / 銘柄 :
BRIDGESTONE/KNOBBY
ーカー / 銘柄 :
IRC/KNOBBY
タイヤ :
類 :
チューブ有り
イズ :
2.50-10 4PR
ーカー / 銘柄 :
BRIDGESTONE/KNOBBY
ーカー / 銘柄 :
IRC/KNOBBY
量 :
大乗員体重 :
25.0 kg
ンスミッション :
次減速比 :
1.909 (63/33)
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法 :
全長 :

1245 mm
全幅 :

575 mm
全高 :

715 mm
シート高 :

485 mm
軸間距離 :

855 mm
最低地上高 :

105 mm
量 :
車両重量 :

39 kg
分布荷重（前）:

18 kg
分布荷重（後）:

21 kg
能 :
最小回転半径 :

1300 mm
ンジン :
原動機種類 :

2 ストローク空冷

気筒数・配列 :
単気筒

総排気量 :
49 cm³

内径ｘ 行程 :
40.0 × 39.2 mm

圧縮比 :
6.00 : 1

エアフィルターエレメント :
湿式エレメント

クラッチ形式 :
湿式内拡重錘式

始動方式 :
キック式

車体 :
フレーム形式 :

バックボーン
キャスター :

25.50 ゜
トレール :

50 mm
ステアリングシステム :

ハンドル切れ角（左）:
48.0 ゜

ハンドル切れ角（右）:
48.0 ゜

燃料 :
フューエルタンク容量 :

2.0 L
フロントブレーキ :

ブレーキ形式 :
機械式ドラムブレーキ

リヤブレーキ :
ブレーキ形式 :

機械式ドラムブレーキ
懸架方式 :

種類（前）:
テレスコピック

種

緩衝

シ

シ

フロ

種

サ

メ

メ

リヤ

種

サ

メ

メ

積載

最

トラ

1
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2 次減速比 :
6.218 (19/15 x 54/11)

レクトリカル :
点火方式 :

CDI
ンジンオイル :
指定オイル :

ヤマハオートルーブスーパーオイル
ランスミッションオイル :
指定オイル :

ヤマルーブ ギヤオイル

定期交換時 :
0.30 L

オーバーホール時 :
0.35 L

ンジンオイル量 :
オイルタンク容量 :

0.30 L
レーキレバーとブレーキペダル :
フロントブレーキレバー遊び :

10.0–20.0 mm
リヤブレーキレバー遊び :

10.0–20.0 mm
ーブルとレバーの遊び :
スロットルグリップ遊び :

1.5–3.5 mm
ロントドラムブレーキ :
ライニング厚さ :

3.5 mm
使用限度 :

1.5 mm

リヤドラムブレーキ :
ライニング厚さ :

3.5 mm
使用限度 :

1.5 mm
ホイールトラベル :

ホイールトラベル（前）:
60.0 mm

ホイールトラベル（後）:
50.0 mm

タイヤ空気圧（冷間時）:
前輪 :

100 kPa (1.00 kgf/cm²)
後輪 :

100 kPa (1.00 kgf/cm²)
点火タイミング :

点火時期 (B. T. D. C.):
16.0 ゜/5000 r/min

スパークプラグ :
メーカー / 型式 :

NGK/BPR4HS
プラグギャップ :

0.6–0.7 mm
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JAU26481

ルラベル

ルラベルはシート下のフレームに貼り
てあります。（4-6 ページ参照）このラベ

情報を所定の空欄に控えておいてくだ
。この情報はヤマハ販売店で部品を注文

ときに必要になります。

デルラベル

1
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JAU40793

番号
台番号、モデルラベルの情報を下記に記録

ておき、ヤマハ販売店に部品を注文すると
や、車が盗難にあった場合などに役立てて

ださい。

台番号：

デルラベルの情報：

JAU26401

車台番号

車台番号はステアリングヘッドパイプに打
刻されています。指定の空欄にこの番号を控

えておいてください。

要　点
車台番号は自分の車であることを識別する

ために使用します。

モデ

モデ
付け

ルの
さい

する

1. 車台番号

1

1. モ
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二輪車に関するお問い合わせについ

二輪車に関するお問い合わせは、最寄り
廃棄二輪車取扱店」または下記へお問い

せください。
）自動車リサイクル促進センターホーム

ジ
p://www.jarc.or.jp/
車リサイクルコールセンター
番号　０３－３５９８－８０７５

時間　９時３０分～１７時００分（土・
祝日・年末年始等を除く）

1.

二輪車リサイクルマーク

1
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JAU36641

輪車を廃棄する場合は？

棄を希望する場合は？
棄を希望される二輪車がある場合は、お近

の「廃棄二輪車取扱店」にご相談ください。

棄二輪車取扱店とは？
）全国軽自動車協会連合会の登録販売店
、広域廃棄物処理指定業指定店として登録

れているお店が「廃棄二輪車取扱店」です。
棄二輪車を適正処理するための窓口とし
、店頭に「廃棄二輪車取扱店の証」が表示

れています。

リサイクル費用とは？
廃棄二輪車を適正に処理し、再資源化する費
用です。二輪車リサイクルマークが車体に貼

付されている二輪車は、リサイクル費用を
メーカー希望小売価格に含んでいますので、

リサイクル料金はいただきません。
ただし、リサイクル費用には運搬および収集

料金は含まれていませんので、廃棄二輪車取
扱店または指定引取場所までの運搬・収集料
金は、お客様の負担になります。運搬・収集

料金につきましては、廃棄二輪車取扱店にご
相談ください。

二輪車リサイクルマークの取り扱い
この車には、下図の位置に二輪車リサイクル
マークが貼付されています。
廃棄時に二輪車リサイクルマークの有無を

確認しますので、絶対に剥がさないでくださ
い。二輪車リサイクルマークは、剥がれや破

損による再発行、部品販売の取り扱いはござ
いません。

剥がれや破損でリサイクルマーク付き対象
車かどうかが不明の場合は、下記へお問い合

わせください。
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ービスマニュアル（別売）の紹

ービスマニュアルには、点検・調整や分解・
立の方法を写真やイラストを用いて説明

てあります。車の概要や構造を理解するた
にご利用ください。このモデルでは、サー

スマニュアルの代わりとして、オーナーズ
ービスマニュアルを紹介しています。
ーナーズサービスマニュアルのご注文は、

マハ販売店で受けております。部品番号を
知らせください。

PW50　オーナーズサービスマニュアル

　部品番号：

QQS-CLT-206-5PG
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